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令和 4 年度  第 2 回理事会議事録  

 

開催日：令和 4 年 5 月 8 日（日） 

時間：10：00～11：16 

場所： Zoom による Web 会議 

出席：真田、松田、佐藤、綿貫、竹川、狩野、大﨑、安部、池本、澁谷、住ノ

江、森、井関、藤田、湊、菊口、矢野、千田、南、東塚監事、笠舞監事  

欠席者： 藤原、中町参与 

理事 19 名の出席により会議は有効裡に開催された（現在の理事数 20 名）。 

なお、開催前に出席者の音声と映像が即時に他の出席者に伝わり、適時的確な

意見表明が互いにできる仕組みとなっていることを確認している。  

議事録署名人の選出：真田浩一、東塚監事、笠舞監事を選出した。 

議事録作成：南 

 

I. 日臨技報告（報告者：綿貫副会長） 

【報告事項】 

1. 日臨技支部学会説明会について 

5 月 9 日（月）18：00～ 

会長、経理部長、事務局長、学術部長が参加予定 

 

II. 部局報告と審議 

＜事務局＞（報告者：南事務局長） 

【報告事項】  

1. 春の叙勲の受賞について 

→東塚 伸一会員（兵庫県予防医学協会）が瑞宝双光章を受賞 

 

【審議事項】 

1. 令和 4 年度定時総会議案書（案）について 

→議案書全体について承認 

 

＜経理部＞（報告者：竹川経理部長） 

【審議事項】 

1. 令和 3 年度決算報告について 

（事前に中町参与よりあった意見） 

1） 賃借対照表で、現金預金と流動負債の前年比率が大きいので説明が必要 

→現金預金が前年度に比べて 750 万円ほど減っているのは、流動負債の前受金

が約 1,000 万円減っているからであり、また経常収益が前年度より 240 万円
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ほど増えているので整合性がある。 

2） 正味財産期末残高の増加に対する説明（今後の対策を含む）が必要 

→今年度開催の日臨技近畿支部学会での経費に充填する。さらに精度管理事業

の参加費を次年度から減額して参加施設を増やす方向で検討する。  

→決算について承認 

 

＜精度管理事業部＞（報告者：狩野精度管理事業部長） 

【審議事項】 

1. 令和 4 年度精度管理実施案内の定期便による配布について 

→5 月の定期発送と一斉メール配信することで承認 

 

＜その他＞（報告者：佐藤副会長） 

【審議事項】 

1． タスク･シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会実技講習会開催につ

いて（資料 12-01） 

→開催について承認 

 

 

 

●次回理事会（Web 併催） 

令和 4 年度 第 3 回理事会    令和 4 年 6 月 11 日（土）定時総会終了後 

 

●令和 4 年度 定時総会（Web 併催） 令和 4 年 6 月 11 日（土）13：00～ 
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この議事録が正確であることを証するため、議長並びに議事録署名人が  

署名捺印する。 

  

議    長                   印 

 

議事録署名人                   印 

 

議事録署名人                   印 
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令和 4 年度第 2 回理事会資料 

（資料 12-01） 

 

タスク・シフト/シェアに関する厚生労働大臣指定講習会実技講習会開催について 

 

【報告】 

1．開催日 

第 1 回 令和 4 年 7 月 3  日（申込期間 6/1～6/23） 

第 2 回 令和 4 年 7 月 18 日（申込期間 6/1～7/7） 

第 3 回 令和 4 年 7 月 31 日（申込期間 6/1～7/21） 

2．3 月 13 日講習会受講予定者の対応 

次回申込の優先枠はなし 

個別に開催日を連絡し、申込を依頼する予定 

 

【審議】 

1． 案内文について 

 ホームページ掲載、5 月定期発送、5 月メール案内 

→（審議結果）3 月 13 日受講予定者が申込終了してから案内文を公開で

きるよう申込開始日を 5 月 15 日程度に早める。 

2． 今年度の開催予定 

 1）9 月 25 日決定、前後 2 回実施予定 

施設可能日 10 月 2 日、10 月 23 日（9 月 18 日、11 月 27 日も可能） 

→（審議結果）6 月に実施日と講師を調整する。 

 2）2 月、3 月は全週末施設使用可能 

→（審議結果）Web 講習受講状況を見ながら実施を検討する。 

3． 講師について 

 登録講師が難しい日程は、受講済技師が対応する。 

 肛門講師（石井先生）の代替看護師は現状不在のため、引き続き依頼する。 

→（審議結果）承認された。 

4．準備者と当日実務委員の選出 

 1）前日準備：最低 5 名（人数と経験によるが約 2、3 時間見込み：日当約 3 千円、時間帯

は調整 

2）実務委員：7 名（受講終了者が適任：8 時～18 時） 

3）受講者は、前日準備に参加し、次回講習の実務委員となる。 

4）6 月上旬までに担当者を決める。 

→（審議結果）承認された。 

 


